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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本邦における肝細胞癌(以下，肝癌)のほとんどは B型肝炎ウイルスならびに C型肝炎ウイルス感染
に関連している．しかし，近年 B 型肝炎ウイルスならびに C 型肝炎ウイルス感染の無い，非 B 非 C
型肝癌の頻度が増加している．本研究は，非 B非 C型肝癌に対して肝切除術を施行した症例の，臨床
病理学的特徴ならびに切除後成績を明らかにすることを目的とした． 
 大阪市立大学肝胆膵外科において 1993年 1月から 2009年 12月の間に肝癌に対して肝切除術を施
行した 562 例の患者のうち，血清 HBs 抗原および HCV 抗体がともに陽性であった 6 例を除いた 556
例を対象とした．対象を血清 HBs抗原のみが陽性の B群(97例)，血清 HCV抗体のみが陽性の C群(355














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本邦における肝細胞癌(以下，肝癌)のほとんどは B型肝炎ウイルスならびに C型肝炎ウイルス感染
に関連している．しかし，近年 B 型肝炎ウイルスならびに C 型肝炎ウイルス感染の無い，非 B 非 C
型肝癌の頻度が増加している．本研究は，非 B非 C型肝癌に対して肝切除術を施行した症例の，臨床
病理学的特徴ならびに切除後成績を明らかにすることを目的とした． 
 大阪市立大学肝胆膵外科において 1993年 1月から 2009年 12月の間に肝癌に対して肝切除術を施
行した 562 例の患者のうち，血清 HBs 抗原および HCV 抗体がともに陽性であった 6 例を除いた 556
例を対象とした．対象を血清 HBs抗原のみが陽性の B群(97例)，血清 HCV抗体のみが陽性の C群(355
例)，血清 HBs抗原および HCV抗体の両者が陰性の NBNC群(104例)に分類し，各群における臨床病理
学的特徴ならびに切除後成績を比較した． 
 B群および C群と比較して，NBNC群における糖尿病，高血圧，高脂血症，アルコール多飲者の割合
は有意に高率であった．また，C群と比較して，NBNC群は肥満の割合が有意に高率であった．血液生
化学検査において，NBNC群では B群，C群に比し血小板数が有意に高値であり，ALT値が有意に低値
であった．C群と比較して NBNC群における腫瘍径は有意に大型であった．背景肝組織については，B
群，C群と比較して NBNC群では活動性肝炎ならびに肝硬変は有意に低率であった．NBNC群 104例の
うち，16例は非アルコール性脂肪性肝炎を併存していた．非アルコール性脂肪性肝炎患者 16例のう
ち，10例に肥満(BMI値 25以上)，9例に糖尿病，10例に高血圧，4例に高脂血症の合併がみられた．
C群に比して NBNC群の無再発生存率は有意に高率であった． 
以上から，肥満，糖尿病，高血圧，高脂血症，アルコール多飲，非アルコール性脂肪性肝炎は NBNC
群における肝発癌の危険因子であることが示唆された．非 B非 C型肝癌症例は肝機能良好で大型の肝
癌が多く，その切除後成績は C型肝炎関連肝癌と比較して良好であることが示された． 
本研究により，非 B非 C型肝癌に対する肝切除術施行例の，臨床病理学的特徴ならびに切除後成績
が検証された．非 B非 C型肝癌の治療方針決定に貢献するものであり，博士(医学)の学位を授与され
るに値するものと判定された． 
 
